
研究の紹介

サツマイモ茎葉からのポリフェノール抽出
－共同研究による実用化－

【研究の背景】
　サツマイモというとイモ（塊根）を思い浮かべる方が
多いと思います。しかし、その茎葉にもタンパク質やビ
タミン、ミネラルが豊富に含まれ、食用として利用してい
る国も少なくありません。葉には健康機能性物質であ
るポリフェノールが非常に多く含まれ、青汁等の機能
性食品素材としても利用され始めています。しかし、葉
物野菜としては水分が多いので店頭での鮮度保持が
難しく、現状では市販流通も難しい状況です。
　ところが、研究の結果、有用成分のポリフェノール類
（写真１） を抽出し大量生産できることがわかりました。
そこで、その技術の実用化に向けた共同研究を晨星興
産（株） と行いました（写真２，３）。

【研究の内容】
　最初にサツマイモ５品種の茎葉を使って、最適な抽
出条件を検討しました。その結果、品種によりポリフェ
ノール含量に違いはあるものの成分組成は同じことか
ら、混合して抽出できる事が分かりました（図１）。また、
抽出液は、保存条件を工夫することで液中のポリフェノ
ール含量の損失を少なくできることもわかりました。こ
れらの結果を晨星興産（株）が大量生産システムの開
発に活かし、ポリフェノール含量 20g ／ Lの濃縮液を
安定して生産できるようになりました。

【今後の取り組み】
　現在、サツマイモ茎葉由来のポリフェノール抽出液の
製造が本格化しています。サツマイモ茎葉ポリフェノー
ルの健康機能性の良さを知ってもらい、商品化された
製品（写真４）が消費者の関心を広く得ることを期待し
ているところです。
　サツマイモの茎葉は生育が早いため、栽培管理を適
切に行えば１年に何度も収穫することが可能です。今
後、サツマイモ茎葉のポリフェノール含量の季節による
変動などについても研究する予定です。
　　　　　　　　　　　　　【畑作研究領域　倉田 理恵】

おしらせ

品種の利用許諾について
　農研機構九州沖縄農業研究センターで取り組んで
いる研究の１つが新品種の育成です。これまでに多数
の品種を育成し、現在も生産者や実需者にひろく利用
されています。品種は農林水産業に与える影響が大き
いことから、生産者や実需者も新品種の育成に高い関
心と期待を寄せています。
　新品種の育成には、長い期間と多くの労力が必要で
す。そのようにして育成した品種が無断で自由に使わ
れた場合、次の品種育成に取り組む余裕や意欲がなく
なってしまうかもしれません。もし、誰も新品種を育成
しないようになるといろいろな問題が生じかねません。
そこで、農林水産業の発展に役立てるため、安心して
新品種を育成できるように、品種を保護するための「種
苗法」が定められています。言い換えれば、「種苗法」が
あることで品種や育成者の権利が保護され、安心して
新品種を育成（開発）できます。「種苗法」により登録さ
れた新品種は「種苗法」で保護されます。
　この「種苗法」にもとづき、農研機構九州沖縄農業研
究センターで育成した品種についても、その種苗を増
殖して販売や提供等を行う場合は「品種の利用許諾」
が必要になります。登録された品種を許可なく増殖し、

他の方に提供することは有償無償にかかわらず種苗
法違反になる可能性があるので注意する必要があり
ます。
　農研機構では「品種の利用許諾」だけでは、増殖の
ための原種苗を入手できません。原種苗を入手するに
は「原種苗提供契約」が必要です。「原種苗提供契約」
は「品種の利用許諾」と同時に行うことができます。
　なお、農業者（農家） が一般栽培のために農研機構
で育成した品種を利用する場合は「品種の利用許諾」
は必要ありません。種苗利用許諾のある種苗会社（種
苗店）等から種苗を入手し、新品種を栽培してください。
「品種の利用許諾」は、種苗を増殖して販売や提供を行
なう場合に必要となる手続きです。

　農研機構が育成した品種については、原則として「仮
保護」となる出願公表後から「品種の利用許諾」手続き
が可能になります。必要な方は、下記のイラストあるいは
ＵＲＬ等を参考にお申し込みください。
　九州沖縄農業研究センターでは、業務推進室運営チ
ーム（メール：qunei06@ml.affrc.go.jp）が担当していま
す。不明な点はご相談ください。

図１　サツマイモ葉身のポリフェノール組成

写真１　サツマイモ茎葉由来ポリフェノール
　（左：液体型、右；粉体型）

写真２　サツマイモ茎葉の収穫作業

写真３　サツマイモ茎葉

写真４　商品化されたサツマイモ茎葉由来の
ポリフェノール製品

ウェブサイト（URL)　　品種の利用方法（農研機構）
　　　　　　　　　　　　http://www.naro.affrc.go.jp/patent/breed/breed-exploit/index.html

品種の利用許諾等連絡先　独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構
　　　　　　　　　　　　　　　連携普及部知財・連携調整課種苗係
　　　　　　　　　　　　　　　TEL：029-838-7390・7246　FAX：029-838-8905
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